
令和7年3月31日

　東御市議会議長　

 　 山　崎　康　一 様

     

交付金額 50,000 円

支出金額 48,972 円

差引金額 1,028 円

（支出の内訳） （単位：円）

科　目 決　算　額 政務活動費充当額 説　明

調 査 研 究 費 45,890 45,890 視察等

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要望・陳情活動費

会　議　費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費 3,082 3,082 市議会会議録代

人　件　費

事　務　所　費

計 48,972 48,972 

（実施事業）

事　業　名

会派視察
資料購入

様式第８号(第７条関係)

　　　　　　会　派　名　　無所属　　　　　　　　　　

　　　　　　代表者氏名　　田中博文

令和6年度　政務活動費収支報告書

　 東御市議会政務活動費の交付に関する規則第７条の規定により、下記のとおり、

 令和6年度（下期）政務活動費収支報告書を提出します。

記

事　業　内　容

岐阜県【岐阜市】愛知県【半田市】へ行政視察
市議会会議録購入



２　経　費

金額（円）

交通費 新幹線等列車代 26,330

日当
宿泊料、日当
（＠13,000円＋＠2,200×２日）

17,400

視察先謝礼 視察先土産代 2,160

45,890

政務活動記録簿

会派名 無所属

行政視察【岐阜県岐阜市・愛知県半田市】

実施日 令和7年2月３日(月)～４日(火)

参加議員 田中博文

１　東御市における課題と研修・調査の目的

岐阜県岐阜市ではAIによる衛星画像解析技術を用いた漏水調査について、事業の実績及び取り組み状況
についてお聞きし、見識を深めた。愛知県半田市では中学校部活動改革と地域におけるスポーツ・文化
芸術活動のさらなる推進について、事業の実績及び取り組み状況についてお聞きし、見識を深めた。

使途項目 経費の内容と内訳

合　計

　※　裏面に本事業に要した領収書その他支出を証する書類を添付のこと

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請･陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

(該当項目に(該当項目に○)(該当項目に○)



３　実施概要　（視察箇所ごとに記載）　　　            　　　　　　 　（№１）

実施日時 令和7年2月3日
視察場所及び 岐阜県岐阜市上下水道事業部維持管理課
視察事項 AIによる衛生画像解析技術を用いた漏水調査について

（１）視察先概要

（２）視察事項について

（３）所感・市政に活かせること

（視察先の写真等がある場合は添付）

報

告

内

容

岐阜県岐阜市の上水道は６つの給水ブロックに分かれており、その中に１７カ所の水源地・
２１カ所の加圧施設・４０カ所の配水池があり、主な水源地は地下水となっている。水道管
総延長は約2.424キロにおよび、水道普及率は85.5％である。また岐阜市の給水人口は341,5
49人であり、一日の最大排水量は159,748㎥であった。また、総延長のうち４０年経過管は
２２％にあたる５２９キロであり、更新しない場合２０年後には総延長の７４％が４０年経
過管となる状況であった。

老朽化、耐震化を進めるため、岐阜市では計画的に改築・更新に取り組んでいる。耐震化率をみて
みると水源地ではR１年に５９％だったものがR５年に６６％、配水池では７３％から７６％に、基幹管路
では４６％が４８％へ管路全体では１９％から２４％へと着実に更新されている。また、水源地から送り
出す水量と料金収入となる水量との比率を有収率といい、この値が高いほど無駄なく水道水を供給
できている事になる。有収率の改善は事業運営上の課題であり、漏水調査の為岐阜市ではAIを導入
しており、そのAIによる衛星画像解析技術の活用を視察した。

衛星によるLバンドのマイクロ波が地下２ｍ程度まで浸透し、比誘電率の違いによる反射特徴から水
道水と非水道水とを区別している。その衛星画像の解析から、漏水可能性の高い管路を抽出し、漏

水調査を効率的に行っていた。岐阜市では漏水リスク調査にAIを導入した事で５年間で漏水調査委
託費が２５％削減・調査効率は1.7倍向上、調査コストは１６％削減していた。それにより地下漏水発
生件数が減少し、令和６年度の有収率は上昇の見込みとの説明をうけました。ただ導入費用も多い
為、東御市１市での実現は難しいと感じたが、国からの補助金を活用したり、近隣市町村との連携を
はかることで将来的に東御市でも同じような取り組みをしていくべきであろうと感じた。



３　実施概要　（視察箇所ごとに記載）　　　            　　　　　　 　（№２）

実施日時 令和７年２月４日(火)
視察場所及び 愛知県半田市役所
視察事項 部活動改革に伴う生徒受入体制整備等について

（１）視察先概要

（２）視察事項について

（３）所感・市政に活かせること

（視察先の写真等がある場合は添付）

報

告

内

容

スポーツ庁及び文化庁は、令和4年12月に「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方
等に関する総合的なガイドライン」を策定した。この中で、令和5年度から令和7年度までの
3年間を改革推進期間とし、地域連携・地域クラブ活動への移行に取り組みつつ、地域の実
情に応じて可能な限り早期に実現を目指すという基本方針が示された。半田市では将来にわ
たり子どもたちがスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保するた
め、中学校部活動改革と地域におけるスポーツ・文化芸術活動のさらなる推進について協議
を進めている。

東御市も部活の地域移行に向けさまざまな話合いがおこなわれているが
指導者の確保をどうしているのか
運営はどうしているのか
活動場所をどう確保しているのか
教員はどう関わっているのか
等、先進的な取り組みを視察した

部活の地域移行の運営スタイルは主に２つあり、地域の団体が主体となっているのはこれから東御市
がやろうとしているやり方と一緒であり、市役所が運営支援していくスタイルも一緒であり、今後東御
市独自の部活地域移行のスタイルを作っていくにあたり、大変参考になるものであった。東御市も早
く旗振り役をしっかり決めて、そこのリーダーシップのもとに進めていくしかないのではないかという思
いを強くした。その上で指導者の確保や活動場所について詳細を詰めていくべきだと思った。
今回の視察を東御市の子供たちの為に活かしていきたい。



２　経　費

金　額（円）

市議会会議録購入代 ９月定例会　会議録 1,619 

〃 第２回臨時会（11/25）　会議録 238 

〃 12月定例会　会議録 1,225 

3,082 

政務活動記録簿

会派名 無所属

事業名 東御市議会定例会等会議録購入

実施日

参加議員 田中　博文

１　東御市における課題と研修・調査の目的

本会議における議案の採決に至るまでの経過や審議された内容等について、今後の議会活動
や市政の調査研究に活用するとともに、会派内議員の正確な情報共有を図るため、東御市議
会定例会等の会議録を購入した。

使途項目 経費の内容と内訳

合　計

　※　裏面に本事業に要した領収書その他支出を証する書類を添付のこと

調査研究費

研　修　費

広　報　費

広　聴　費

要請･陳情活動費

会　議　費

資料作成費

資料購入費

人　件　費

事 務 所 費

(該当項目に○)(該当項目に○)


